
 
    

 
 
 
 
 

  

  

１０月からネットワーク便での図書の移動冊数が毎回1,000冊をこえ、多くの学校で子どもたちが図書を活

用した探究的な学習を進めている様子が伺えます。今回は、４校の授業実践を紹介します。 

  

 

 

 
 

  

  

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
   
 

 

 

 

 

 

 

図書館の窓から 
 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

(10/7)新浜小学校 ５年生「ビブリオバトルにチャレンジしよう！」 

 クラスでビブリオバトルを行い、チャンプ本を決めました。話し手が持ち時 

間をフルに使って本について語る姿に、聞き手も真剣に耳を傾けていました。 

「もし貴方だったらどちらの登場人物になりたいか」など、本のあらすじだ 

けでなく読者の考えに迫る鋭い質問も飛び交い、活気のあるやりとりが行われ 

ました。担任と学校司書とのTTで、有意義な学習活動が展開されました。 

(10/8)福栄小学校 ２年生「本の世界を表現しよう」 

植草学園大学 森高 光広 教授をお迎えして「読書感想画」の授業が行わ 

れました。前時から森高教授の授業を受けている子どもたちは、「この前の続き 

です」という先生の言葉に、「イエーイ」と歓声を上げて取り組み始めました。 

軍手の指の部分をカットして指にはめ、そこに直接絵の具を塗って絵を描くと 

いう意外な手法に、子どもたちはみんな興味津々で、嬉しそうにキャンバスに 

向かって思い思いに描いていました。どの子にも「すごいね・びっくりしたよ」と笑顔で声をかけながら

子どもの自由な発想を受け止める森高教授の指導から、次々とすばらしい作品が生まれていきました。 

(10/15)第五中学校２年生「論語」 

今年度、千葉県教育委員会「確かな学びの早道読書事業」実践協力校の指 

定を受けている第五中学校で、２年生国語「論語」の授業が行われました。 

 論語の中から自分の経験に結びつくものを選び、論語と現代の生活を関連 

付けた“ぼくらの論語集”を作り、グループで交流活動を行うことを目的と

して、学校図書館を活用した授業が展開されました。お互いが選んだ教えの中から、論語の素晴らしさを

感じるとともに、自分自身の生活と関連付けて自分なりに考えようとする生徒たちの姿が印象的でした。 

(10/29)第七中学校２年生「徒然草に挑戦！～選んだ章段のタイトルをつけ後輩に残そう～」 

               平成２６年度 文部科学省研究委託協力校で、２年生国語「徒然草」の      

              中から、興味を持った章段にオリジナルタイトルをつけて、自分の考えを

交流する授業が行われました。授業の始めに先生、学校司書による話し合

いのデモンストレーションが行われ、生徒たちはそれを手本にして、お互

いに意見交換をしました。古典の世界に触れながら、現在の自分の体験と 

関連付けて活発に意見を出し合う生徒の姿に、古典への関心の高さと学びの深さを感じました。 

               

 

 

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 
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 【中央図書館】職場体験（第三中学校）・イベント（第六中 東国分中）・教職員研修  

 中央図書館では、学校への図書の貸出の他に、児童生徒の職場体験や教職員 

の図書館業務体験研修の受け入れ、ポップ作りイベント、出張お話会などの様 

々な角度から学校図書館を支えています。 

 職場体験には毎年たくさんの中学生が訪れ、カウンターでの接客だけでなく 

普段は見ることのできない、バックヤードでの作業などを体験します。 

 今年は、生涯学習センターができて20周年を向かえたこと 

を記念して、ポスターと標語の募集が行われ、多くの園児や、 

小・中学生が参加し、入賞者には１１月３日に表彰式が行われ 

ました。 

 【歴史博物館】「わたしたちの市川」小学校用補助資料  

 歴史博物館では、体験学習や展示を行い社会科や総合的な 

学習の時間のサポートを行っています。 

 ６年生の火おこし体験や３年生の昔の道具調べなどで、毎年 

多くの児童生徒が訪れます。今年は、教育センターから発行している社会科副読本「わたしたちの市

川」の補助資料を作成し、定期的に校務支援システム内で配信していますので、授業でぜひご活用く

ださい。（Ｃ４ｔｈ内の書庫にあります）  

 

中央図書館・歴史博物館からの学校図書館支援（研修・イベント・資料提供など） 

信篤小では、毎年１１月に読書祭りを行います。読書祭りでは、子ど 
もたちがいろいろな本と出会えるように、様々なイベントを企画してい 
ます。イベントの１つに、各学年１名の先生と有志の先生で「おはなし 
バイキング」があります。特別教室や廊下、踊り場などに読みきかせの 
スペースを作り、そこに担当の先生が来て、読みきかせをします。 
事前に図書館便りで「どこで、何の本を読むのか」をお知らせしてお 

きますので、みんなその日をとても楽しみにしています。 
子どもたちは休み時間になると、興味のあ

る本の場所に行きます。誰が読むかは当日の

お楽しみ。先生方も楽しい読みきかせをして

くれます。 

市川市立信篤小学校 学校司書 浜岡 純子 

第三中職場体験 

第六中・東国分中ポップ作

 

【 平成２６年度 教育功労者表彰（団体の部） 第七中学校 】 

 第七中学校は、平成１８年度より学校図書館支援センター事業の実践協力校として、学校図書館の

有効活用について研究に取り組んできた実績が評価され、１１月４日に千葉県より表彰されました。 

おめでとうございます 


